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園 評 価 の 結 果 に つ い て 

                              

学校法人 北邦学園 

東橋いちい認定こども園 

令和３年度に実施した東橋いちい認定こども園の自己評価の結果の概要は、次のとおりです。   

建学の精神 「自然から学ぶ」 

１ 本園の教育保育目標 

◎思いやりのある子   ◎考え工夫する子   ◎明るくたくましい子 

 

【各年齢・年間のねらい】 

０歳児  保育教諭や友達と一緒に安心して過ごす中で、いろいろな遊びに興味をもち園生活を楽しむ 

１歳児  保育教諭や友達と関わりながらいろいろな遊びをする中で、安心して自分の思いを表現する 

２歳児  いろいろな遊びや身の回りのことに関心をもち、保育教諭や友達と興味を広げる楽しさを感じる 

３歳児  様々な遊びに興味をもち、自分の気持ちを表現しながら友達と関わることを楽しむ 

４歳児  いろいろな遊びや活動に興味をもち意欲的に取り組んだり、自分の気持ちを伝えながらクラスの友

達や保育教諭と一緒に遊んだりする楽しさを感じる 

５歳児  様々な活動に意欲的に取り組む中で、自分なりに考えながら目標や見通しをもって行動すること

や、いろいろな友達と気持ちや考えを伝え合い協力しながら遊びを進めることを楽しむ 

 

 

自己評価 評 価 内 容 

 

「Ａ」 

 

・一年を通し、年間のねらいを意識しながら保育にあたることができた。 

 

・それに伴い、年度末の子どもたちの姿が、一年を通してねらってきた姿と重なる部分が

多く、成長が感じられた。 

（Ａ：成果が上かった。Ｂ：ある程度成果が上がった。Ｃ：もう少し努力が必要。Ｄ：改善が必要。） 

 

 

２ 重点的に取り組む目標・計画 

目  標 計  画(具体的な取組方法) 

１コロナ禍での 

円滑な園運営の実施 

 

・新しい生活様式のもと、

今年度の経験を活かしな

☆日常的な新型コロナウィルス感染予防対策の実施 

<衛生環境> 

＊玄関、保育室、廊下に消毒液(手指用アルコール)設置 

＊玄関サーモカメラ（自動検温装置）活用 

＊園内の多く触れられる場(玄関・トイレ・手洗い場・各ドアノブ・保育室・玄関
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がら園児の日常を保障

し、園行事についても可

能な方法を探りながら実

施できるようにしたい。 

・制限が多い中でも、園の

考えや保育の内容を保護

者にお伝えしながら園運

営への理解を深めてもら

えるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自己評価】 

「Ａ」 

 

 

スリッパ等)の定期的な消毒の実施 

＊常時（又は定期的）に窓を開けての換気 

＊手洗い後はペーパータオルを使用 

＊食事時の消毒(机、手指)の徹底 

＊食事の際のアクリル板の設置(※職員は園児と離れて食事) 

<日常保育> 

基本的姿勢：感染予防対策を実施した上で、園児の日常生活と遊びの機会をでき

る限り保障していくこと 

＊園内外でのマスクの着用(職員・3～5歳児・保護者・来園者) 

 ※職員は不織布マスクの徹底 

＊健康チェック表の提出(2～5 歳児、0,1 歳児は連絡帳に記入) 

 ※職員は勤務前に必ず検温 

＊手洗い・消毒の徹底 

＊ソーシャルディスタンスの確保(保育中・食事時) 

＊3 蜜の回避 

＊園バス使用時(送迎・園外保育等)の換気、ソーシャルディスタンスの確保 

 

※参考：札幌市における教育活動のガイドライン(市教育委員会)、札幌市子ども

未来局通知 等 

 

☆感染対策を講じた上での行事の実施 

＊札幌市の対策や昨年度の経験を活かし、しっかり対策を講じながら実施の方法

を検討し、可能な限り実施する。 

 

☆YouTube の活用 （お祝い会・5歳児リレー・誕生会出し物） 

※保護者参加をご遠慮いただいた行事等。 

 

☆HP ブログの活用 

 ※日々の園生活の様子を細かくお知らせできるように。 

 

 

 

 

【評価内容】 

・コロナ禍での保育が２年続き、感染予防策をとりながらの保育について、職員

の意識はかなり高まっていた。職員それぞれが、実施している対策について考

えたり、さらに良くなるような声を掛け合ったりしながら実施していく頼もし

い姿があった。しかし、園生活や保育をする上では、子ども同士の密を避けき

れない面もあり、常に難しさを感じながらの保育となった。 

・昨年に比べ、感染対策をしながら実施できた行事も増え、子どもたちにも、保

護者にも喜んでもらえたのではないかと感じている。 

・コドモンや YouTube などのツールについては、今後も状況に合わせ、適宜活用

し、様々な対応の幅を広げられるようにしたい。 

・お預かりしている園児の命を守ることが最優先であることを、園として強く意

識してきたが、その分日常業務が増えていることは否めない。園としては、や

らなければならないことをしっかり継続するとともに、いかに効率よく進めら

れるかについても、検討を続けたい。また、保護者の皆さんにも、ご協力をお

願いしながら、子どもにとって大切な日々の園生活やその中での遊びを保障し

ていけるよう、努力を続けたい。 
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２保育環境の整備や構

成の創意工夫と充実 

 

・咋年度は、園内研究を通

して子どもの主体性を育 

む「遊び」に必要な環境

について考えることがで

きたため、今年度も継続

して考え工夫していくこ

とにより、より充実させ

られるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

【自己評価】 

「Ａ」 

 

 

☆昨年度の学びを今年度に活かす（保育室） 

＊各保育室の環境について、昨年度の環境を継続させるだけではなく、学びを活

かした新たな環境づくりをするなど「子どもの主体性を育む」ことを常に考え

ながら、創意工夫する。 

 

☆40 周年記念事業を通して(園庭) 

＊昨年度から整備してきた園庭を、子どもたちにとってより親しみが増し、遊び

がさらに充実するようにする。 

 ・子どもたちの手で園庭の花を増やす。～花植え・植樹～ 

（※遊びに活かせる花・見て楽しめる花） 

・環境整備に子どもが参画する。～看板作り～ 

・園庭や園庭の遊具に名前をつける。 

  

☆一部保育室のリニューアル 

＊使用の用途が多様な保育室を、より過ごしやすく使用しやすくする。状況をみ

て、計画的に今後のリニューアルにつなげる。 

 ・3 歳児もみじ組のリニューアル実施。 

 

 

【評価内容】 

・昨年度からの学びを活かすという点で、より意識しながら保育環境を考え、そ

れぞれのクラスの成長段階に合わせた環境を用意することができた。 

・物の配置や、提供する物の準備の仕方などは、工夫したり子どもの様子に合わ

せたりしながらその都度変化させられるが、変えられないハード面として保育

室の構造について考えることもあった。建物の造りについては、すぐに変える

ことは難しいことから、課題に気付いた際に、いかに創意工夫できるかが今後

の課題であるが、課題に気づけたことをプラスに捉え、次年度も柔軟に考えて

いきたい。 

・学園の４０周年を機に、いつもの園庭をより子どもたちに身近なで大好きな場

になるよう、花植えや植栽をしたことやそれぞれの場に名前をつけたこと等、

子どもと共に行えたことが、効果的であった。次年度以降も、園の環境として

大変重要な園庭を深化させていきたい。 

・３歳児もみじ組をリニューアルしたことにより、これまでの室内の使用方法に

固執せず、新たな視点から子どもたちが使いやすいよう、また遊びやすいよう

考えることができたことが大きな学びにつながった。このことをきっかけに、

さらに様々な環境についての視点をもつことや視野を広げることができたた

め、今後に繫げていきたい。 

 

 

３園と保護者の連携内

容の工夫による連携

の進化 

 
・ここ数年の保護者アンケ

ートから園からの様々な発

信が課題と感じられるた

め、発信方法の検討や改善

をし、より伝わりやすくな

るための取組を考え実践す

ることで、連携を深めた

い。 

 

☆連携・発信方法の転換と工夫 

＊これまでの方法に拘らず、時代に合わせたより伝わりやすく、利用しやすい連

携・発信方法を考え実施する。 

 〇コドモンの活用 

・各種お知らせ類の一斉配信（ペーパーレス化） 

・各種アンケート 

・0,1 歳連絡帳 

・2歳クラス保育の様子のお知らせ（毎日） 

・欠席等の連絡 

 〇ブログの活用 

   ・月毎のクラス便りに代えて、クラス毎に週 1 回配信 
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【自己評価】 

「Ｂ」 

（3～5歳クラスに限定配信） 

   ・園全体としてのブログも、定期的に更新する 

 〇YouTube、ZOOM等の活用 

   ・コロナ禍で、来園してもらうのが難しい行事は、YouTube を活用し、保育

の様子をお伝えできるようにする。 

   ・ZOOMが必要な時を見極め、幅広く対応できるようにする。 

 

 

【評価内容】 

〇コドモンの活用について 

・保護者の皆さんにより伝わりやすく、活用しやすいようにと、今までやってき

たことを大きく変えることとなったため、園として模索し思考錯誤しながら取

り組んできた。0,1 歳の連絡帳など、今まで使用していた「コドモン」をさらに

活用できたことは、保護者からも好評で、良かった。しかし、お便りなど今ま

で紙面でお伝えしてきたことを、コドモンでの配信としたことにより、読みや

すさ見やすさは意識してきたものの、紙面で配布してきた形のまま配信してき

た。結果的には、保護者に読みやすく活用しやすいと納得していただけるよう

なものには、到達できていないと感じているため、次年度以降の課題とした

い。 

〇ブログの活用について 

・また、保護者に保育への理解をより深めていただけるよう、写真と文章による

「クラス別ブログ」を週 1 回公開した。文章のみでお知らせするより、写真を

活用したことで、より伝わりやすくなったと保護者からの声もいただいた。さ

らに、各担任がクラスの保育や子どもたちの成長について、より考えるように

なり、効果を感じることができた。しかし、個人情報に配慮しパスワード設定

をしていたが、それが面倒で見る回数が減ったとの声もあり、今後活用方法の

検討が必要と考えている。 

〇YouTube、ZOOM等の活用について 

・今年度は、出来る限りの感染対策のもと保護者の皆さんに来園してもらう機会

を設けることができたため、YouTube や ZOOM の活用は多く必要にはならなかっ

た。しかし、このようなツールを活用できることは、これからの強みになって

いくと思うので、技術の習得など研修を重ねていきたいと考えている。 

 

 

 

 

４職員の働き方改革の

推進 
 
・保育を行う上での大切な

環境の一つとなる保育教諭

それぞれが、よりいきいき

と健康的に勤務できるよう

に、様々な視点から日常業

務を見直し、改善に努めた

い。 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆業務改善 

  ・日常業務の当たり前を見直し、より効率よく進められるような方法の転換

などを行う。 

  （PCやタブレットの台数増、ペーパーレス化、） 

 

☆勤務時間の管理方法の変更 

  ・コドモンによる出退勤管理により、より勤務時間を意識した業務の進め方

をする。 

  ・できる限り時間外勤務を無くす。 

 

☆定期的な研修の導入 

  〇働き方やより良い職場作り等を考える機会となる研修 

  ・「絵本ワーク」正職員中心 

   ※週 1 回、20分のワーク 

  ・「管理職研修」園長・副園長・主任 

   ※月 1 回、1～2時間  
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【自己評価】 

「Ｂ」 

 

 

【評価内容】 

・ICT 化やペーパーレス化など、日常業務をより効率化できるように取り組んでき

た。取り組みはじめの 1 年ということで、なかなか要領がつかめなかったり、PC

やタブレットの台数が増えれば、より効率化できたりといった、さらなる課題が

出てきたため、それらの対応も含め、次年度も継続して、より効果的な業務改善

に努めていきたいと考えている。職員からは、業務改善による効果についての声

も上がっていたため、実感として日常業務に反映されていたことも感じられ、そ

の点は評価できる。 

・定期的な研修については、行事前の繫忙期には休むなど、状況に合わせて実施

できたこと、定期的な実施のため職員の参加意識が高まり、それと共に内容の充

実も見られたことから、効果的だったことがあげられる。しかし、時間帯によっ

て参加できる職員が限られてしまうことが、課題となっているので、出来るだけ

多くの職員が参加し、皆で学びを得ていけるようなしくみづくりを再検討してい

きたい。 

 

 

 

 

 

４ 今後取り組むべき課題 

課   題 課題設定の理由 

「遊び」の充実のための保育環境整

備や構成の創意工夫 

・昨年度から今年度にかけて２年連続したコロナ禍での保育を行って

きたことにより、建学の精神に基づいた子どもの主体性を育む「遊

び」への取組が、制限されたり消極的になってしまったりしたこと

があった。あらためて、各年齢の成長段階に必要な「遊び」、遊び

を創り出す「環境」について考えたい。 

円滑な保護者連携の推進 ・今年度は、園からの様々な発信方法の改善に取り組んだが、まだ不

完全な面があったことから、より伝わりやすくなるための工夫を重

ねることで、保護者連携を充実させたい。 

職員の働き方改革の推進 ・今年度取り組んだ「業務改善」がより浸透し、働きやすさが増すよ

うに引き続き取組を進めたい。一部の職員だけが考えるのではなく

職員皆で取り組めるような職場環境になるよう努めたい。 

 

 

 

 

 


